
３ Ａ 秋田支店 宮城Ⅰ・Ｃ
20：55発 （横浜行き） 1：00着 （乗務員交代）

仙台支店

３Ｂ 古川 12：35発

16：00着

秋田支店

23：05着終了 18：35発

資料 ２　 　 　秋 田支店 　３Ａ 、 ３Ｂ 行 路概略

仙台支店終了

資料１　　自動車乗務手当深夜Ｂの内容　

バス東北（株）賃金規定　第5節　乗務員手当
第78条（2）深夜額（Ｂ）
連続2夜、深夜帯に実乗務があり、かつ1勤務
で2暦日にわたる勤務を含む場合

　　　1回につき　　　　　　1,500円

秋
田
支
店
の
国
労
組
合
員
が

賃
金
規
定
を
読
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
自
動
車
乗
務
員
手
当
深
夜

Ｂ
（
資
料
1
）
が
書
い
て
あ
り
、

秋
田
支
店
の
３
Ａ
Ｂ
行
路
（
資

料
2
）
が
該
当
し
な
い

か
感
じ
た
と
い
う
。

機
関
で
は
「
該
当
す
る
、

し
な
い
」
の
両
論
が
あ
っ

た
が
、
該
当
す
る
と
意

思
統
一
し
、
昨
年
12
月

中
旬
に
現
場
管
理
者
に

確
認
を
求
め
た
。

現
場
で
は
「
本
社
に
確
認
す

る
」
と
返
答
す
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
が
、
1
月
の
賃
金
支
払

い
で
、
過
去
2
年
間
に
遡
り
清

算
が
あ
っ
た
と
い
う
。

当
該
の
組
合
員
に
は
異
動
で

着
任
し
た
9
ヶ
月
前
か
ら
の
手

当
22
回
分
、
3
万
3
千
円
が
支

払
わ
れ
た
。

ま
た
他
労
組
で
は
2
年
間
分

で
10
万
円
程
度
の
人
も
お
り
、

こ
の
ダ
イ
ヤ
が
開
始
さ
れ
た
08

年
3
月
下
旬
に
遡
れ
ば
、
相
当

な
金
額
の
未
払
い
賃
金
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

本
来
、
社
員
等
か
ら
の
指
摘

が
あ
り
、
会
社
が
調
査
し
規
定

に
該
当
す
る
と
分
か
っ
た
段
階

で
、
「
貴
方
の
指
摘
は
正
し
か
っ

た
。
未
払
い
が
あ
り
申
し
訳
な

い
（
謝
罪
し
て
済
む
問
題
で
は

な
い
が
）
」
と
陳
謝
す
る
の
が

社
会
通
念
上
当
然
だ
。

だ
が
秋
田
支
店
で
は
誤
り
を

仙
台
支
社
は
、
2
月
1
日
現

在
、
平
成
23
年
度
に
エ
ル
ダ
ー

社
員
と
し
て
雇
用
継
続
を
希
望

し
て
い
る
組
合
員
に
対
し
、
未

だ
に
就
労
先
を
提
示
し
て
い
な

い
。
本
来
、
就
労
先
の
提
示
は

平
成
22
年
10
〜
11
月
に
提
示
す

る
の
が
会
社
が
定
め
た
ル
ー
ル

で
あ
り
約
4
ヵ
月
先
送
り
に
な
っ

て
い
る
。

指
摘
し
た
組
合
員
は
も
と
よ
り

該
当
す
る
社
員
等
に
対
し
て
公

式
な
謝
罪
や
コ
メ
ン
ト
を
発
し

て
い
な
い
と
い
う
。

JR
バ
ス
東
北
の
親
会
社
で
あ

る
JR
東
日
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
抵
触
す

る
事
象
に
対
し
て
は
、
極
め
て

敏
感
に
対
処
し
て
お
り
、
社
員

に
対
し
て
も
指
導
を
徹
底
し
て

い
る
。
し
か
し
子
会
社
に
対
し

て
の
指
導
は
ど
う
か
。
今
回
の

対
処
を
見
れ
ば
、
「
甘
す
ぎ
る
」

と
の
誹
り
を
免
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。
JR
東
日
本
に
は
親
会

社
の
責
任
に
お
い
て
、
JR
バ
ス

東
北
の
体
質
改
善
も
含
め
て
猛

省
と
指
導
を
求
め
た
い
。

【
資
料
提
供
：
北
山
通
信
員
】

4
月
に
退
職
予
定
を
控
え
て

い
る
組
合
員
も
お
り
、
今
後
の

先
行
き
の
目
処
が
立
た
ず
不
安

と
い
ら
立
ち
を
抱
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

地
方
本
部
は
仙
台
支
社
に
対
し

早
急
に
就
労
先
の
提
示
を
す
る

よ
う
口
頭
で
申
し
入
れ
を
行
っ

た
が
、
「
一
部
就
労
先
が
決
定

し
て
お
ら
ず
、
全
体
の
足
並
み

地
本
11
春
闘
事
務
局
は
、
1

月
20
日
、
第
3
回
事
務
局
会
議

を
開
催
し
、
3
月
4
日
及
び
5

を
そ
ろ
え
る
た
め
に
提
示
が
遅

れ
て
い
る
」
と
の
回
答
を
す
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
会
社
の
制

度
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル

違
反
は
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

ま
た
、
こ
の
現
象
は
仙
台
支

社
だ
け
で
な
く
全
社
的
に
同
様

の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
東

日
本
会
社
の
制
度
遂
行
能
力
が

問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

日
の
大
衆
行
動
に
つ
い
て
の
日

程
と
内
容
を
確
認
し
た
。

日
時
：
3
月
4
日

12
時
開
始

11
時
30
分
受
付

場
所
：
仙
台
市
市
民
会
館

内
容
：
①
総
決
起
集
会

②
春
闘
労
働
講
座

③
デ
モ
行
進

日
時
：
3
月
5
日

11
時
30
分

開
始

雨
天
13
時
30
分

受
付
は
30
分
前
か
ら

場
所
：
仙
台
市
勾
当
台
公
園

内
容
：
①
チ
ラ
シ
配
布

②
座
り
込
み
集
会

③
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

④
デ
モ
行
進
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1
・
8

春
闘
活
動
家
交
流
集
会

1
・
12

第
4
回
執
行
委
員
会

1
・
24

貨
物
経
営
協
議
会

1
・
29

第
181
回
本
部
拡
大
中
央
委
員
会

第
96
回
婦
人
部
地
方
委
員
会

1
・
28

団
交
（
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
業
務
改
善
、
駅
業

 
務
委
託
拡
大
・
新
販
売
拠
点
整
備
・
仙
台
レ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
）

1
・
30

東
北
貨
物
協
議
会
役
員
会

2
・
1

バ
ス
東
北
夏
期
ダ
イ
ヤ
団
交

2
・
5

地
本
組
織
対
策
会
議

2
・
10

第
28
回
東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会

2
・
13

 
第
26
回
地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

第
17
回
各
支
部
業
務
部
長
会
議

 
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
秋
田
支
店
に
お
い
て
、
自
動
車
乗
務
員
手
当

（
深
夜
Ｂ
）
が
、
同
支
店
の
一
部
運
転
行
路
に
該
当
し
て
い
た

が
、
未
払
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
組
合
員
の
指
摘
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
た
。

 
同
支
店
は
、
1
月
の
賃
金
支
払
い
に
お
い
て
、
過
去
2
年
間

に
遡
り
清
算
を
行
っ
た
。
（
出
向
者
は
2
月
清
算
）

 
改
め
て
、
勤
務
・
制
度
の
見
直
し
や
学
習
を
行
う
こ
と
の
大

切
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
一
例
だ
。

※出向者は1,700円、契約社員は対象外！



集
会
は
、
地
本
五
十
嵐
書
記

長
の
司
会
で
開
会
し
、
主
催
者

を
代
表
し
て
橋
本
地
本
委
員
長

の
挨
拶
を
受
け
た
。

続
い
て
、
東
日
本
本
部
組
織

部
と
し
て
、
樋
口
執
行
委
員
が

①
11
春
闘
を
め
ぐ
る
東
日
本
本

部
の
取
組
み
②
労
働
条
件
に
関

す
る
協
約
締
結
に
対
す
る
経
過

と
課
題
③
新
人
事
賃
金
制
度
の

提
案
の
経
過
と
会
社
の
考
え
方
。

他
労
組
の
動
向
と
国
労
の
取
組

み
④
不
採
用
問
題
の
現
状
と
課

題
⑤
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
組

み
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。

特
に
樋
口
執
行
委
員
は
、
自

分
の
職
場
で
あ
る
東
京
信
号
技

術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
の
組
織

拡
大
経
験
に
つ
い
て
も
述
べ
、

「
一
人
の
青
年
の
加
入
が
分
会

組
合
員
の
気
持
ち
を
ア
キ
ラ
メ

か
ら
自
信
に
変
え
た
」
「
会
社
、

他
労
組
に
対
す
る
不
満
が
組
織

拡
大
の
一
歩
」
「
青
年
部
運
動

の
強
化
と
国
労
運
動
の
継
承
は

組
織
拡
大
し
か
な
い
」
と
締
め

括
っ
た
。

続
い
て
高
崎
地
方
本
部
の
倉

林
執
行
委
員
が
同
地
方
本
部
の

取
組
み
と
し
て
、
①
一
部
職
場

で
は
、
国
労
組
合
員
と
他
労
組

の
接
触
が
分
か
る
と
非
常
に
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
が
入
り
、
自
由

に
交
流
が
出
来
な
い
環
境
に
あ

る
た
め
、
「
明
る
く
楽
し
い
職

場
に
作
り
変
え
よ
う
」
と
呼
び

か
け
る
ニ
ュ
ー
ス
を
配
布
②
心

な
ら
ず
も
国
労
を
去
っ
て
し
ま
っ

た
仲
間
に
対
し
、
「
最
後
は
国

労
で
鉄
道
人
生
を
」
と
仲
間
の

復
帰
を
呼
び
掛
け
る
ニ
ュ
ー
ス

を
配
布
③
新
採
用
者
に
対
し
支

社
門
前
で
の
国
労
加
入
の
呼
び

か
け
等
を
他
労
組
と
の
過
去
の

苦
い
攻
防
の
経
験
と
合
わ
せ
て

報
告
を
し
た
。

ま
た
大
和
田
さ
ん
加
入
の
経

過
で
は
、
「
加
入
に
際
し
て
は

本
人
も
相
当
悩
ん
だ
が
、
決
断

し
て
く
れ
た
。
職
場
で
は
新
採

一
人
の
加
入
で
非
常
に
活
性
化

し
た
」
と
、
分
会
組
織
の
活
性

化
に
繋
が
っ
た
と
述
べ
た
。

国
労
へ
の
加
入
の
呼
び
掛
け

に
対
し
て
は
、
「
こ
の
青
年
の

人
生
や
将
来
・
・
・
と
重
く
考

え
る
と
行
動
し
に
く
い
。
結
局

は
本
人
の
意
思
と
決
断
で
あ
る

か
ら
、
も
う
少
し
積
極
的
に
声

を
か
け
て
も
良
い
の
で
は
」

「
役
員
が
本
気
に
な
っ
て
動
く

こ
と
が
大
事
」
と
の
貴
重
ア
ド

バ
イ
ス
も
受
け
た
。

遠
距
離
通
勤
者
（
仙
台
）

出
勤
が
遅
れ
る

郡
山
運
輸
区
で
は
、
17
日
の

輸
送
障
害
で
、
仙
台
か
ら
モ
ニ

タ
ー
通
勤
し
て
い
る
4
名
の
運

転
士
が
出
勤
時
間
に
間
に
合
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

指
導
運
転
士
4
名
が
代
務
乗

務
し
て
列
車
に
は
影
響
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
間
、

新
幹
線
の
輸
送
障
害
・
大
雪
の

影
響
に
よ
る
輸
送
障
害
（
磐
越

西
線
）
で
出
勤
時
間
に
間
に
合

わ
ず
、
ま
た
列
車
運
休
に
よ
り

自
家
用
車
や
高
速
バ
ス
等
で
の

出
勤
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

異
常
時
対
応
の
観
点
か
ら
、

地
元
者
を
多
く
す
る
運
動
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

異
常
時
の
実
態
調
査
・
職
場
点

検
を
実
施
し
よ
う

【
郡
山
駅
連

分
会
情
報

№
187

11
・
1
・
23
よ
り
】

2
月
19
日

10
：
30
〜

会
館

第
122
回
地
方
委
員
会

2
月
19
日

15
：
00
〜

郡
山

地
本
家
族
会
総
会

2
月
24
日

18
：
45
〜

会
館

第
4
回
春
闘
事
務
局
会
議

2
月
26
日

13
：
00
〜

会
館

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

3
月
4
日

12
：
00
〜

国
労
東
北
総
決
起
集
会

3
月
5
日

11
：
30
〜

国
労
仙
台
総
行
動
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2
月
5
日
、
地
方
本
部
は
「
組
織
対
策
会
議
」
を
こ
く
ろ
う

会
館
で
開
催
し
た
。

 
今
回
は
東
日
本
本
部
内
で
、
初
め
て
JR
東
日
本
会
社
の
社

会
人
採
用
者
と
し
て
国
労
に
加
入
し
た
、
高
崎
地
方
本
部
の
大

和
田
雅
仁
氏
を
招
い
て
の
経
験
交
流
会
と
な
り
、
参
加
者
は
熱

心
な
討
論
と
交
流
を
行
い
組
織
拡
大
に
向
け
て
の
意
思
統
一
を

図
っ
た
。

退
職
の
お
知
ら
せ

12
月
31
日

千
葉

長
一
さ
ん

小
牛
田
駅
連

エ
ル
ダ
ー

大
沼

清
市
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

エ
ル
ダ
ー

武
山

健
悦
さ
ん

小
牛
田
駅
連

エ
ル
ダ
ー
退
職

佐
藤

正
義
さ
ん

新
庄
連
合

エ
ル
ダ
ー
退
職

1
月
31
日

前
田

雄
一
さ
ん

貨
物
宮
城

真
屋

春
人
さ
ん

郡
山
保
線
区

エ
ル
ダ
ー

庄
子

健
一
さ
ん

仙
台
駅
連エ

ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

▼応募先は地方本部教宣部、
国労せんだい「わたしの声」
係まで。
FAXは 022-299-7435
メールは
kokurou-sendai@syd.odn.ne.jp

▼氏名、分会名を明記のうえ、
500字程度でお願いします。

初めまして、大和田と申

します。

加入のきっかけは、「何

かあったら相談してくれ」

と言ってくれたのが国労で、

他労組からは「国労に入る

とマイナスだよ、損をする

よ」と一方的に言われたこ

とかな。

結局、人間関係が良さそ

うなので、お世話になることになりました。

他労組の若手の現状は、現在は選挙とユニオン

スクールが中心。「何でここまでやらなくちゃな

らないの？」が若手の本音だと思います。

技術センターなどの現場では、隣の国労と話を

するな」と役員から言われて頭に来ている様子で

す。

今が（拡大の）チャンスと言えると思いますが、

一人では動けないし怖いと思いますので、何人か

まとめてということがあれば理想と思います。

話をすれば、分かってもらえると思いますので

私も頑張りますので皆さんもよろしくお願いしま

す。

 
２
０
１
１
年
1
月
29
日
、

第
96
回
婦
人
部
地
方
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

 
今
後
と
も
よ
り
一
層
団
結

し
て
、
労
働
条
件
改
善
や
組

織
拡
大
な
ど
、
諸
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
２
０
１
０
年
度
の
運
動

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

 
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
常
任
委
員

婦
人
部
長
 

真
砂

久
子

副
婦
人
部
長

加
藤

和
子

常
任
委
員

三
上

敦
子

常
任
委
員

横
山

幸
子

常
任
委
員

斎
藤
志
津
子

常
任
委
員

佐
藤

歳
子

２
０
１
０
年
度
派
遣
役
員

東
日
本
本

部
婦
人
部
常
任
委
員

富
田

啓
子

問題提起する樋口執行委員

あいさつする大和田さん

高崎地本倉林執行委員


